
縦を談｡Iｺﾌﾘ雪 の研究室 固田淳

ん？

グー、 かんな…･‘

てな

否祇わかるのじゃ

／

２

画

‘;z：
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子
く
。
人
生

敦橋
の
ス
ポ
ッ

言
同

ト
ラ
イ
ト

窪
の
下
に
立

醒
の
一
握
り
の

．
。
し
か
し
逆

杜夫

て
い
く
１
人
の
男
。
そ
の
男
を

通
じ
て
本
当
の
「
愛
」
「
勇
気
」
と

は
何
か
を
問
う
。
作
者
、
山
田

太
一
、
演
出
、
木
村
光
一
・
出

演
は
主
役
の
風
間
仕
夫
の
他
、

高
橘
長
英
、
西
山
水
木
、
織
本

順
吉
他
。

☆
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
劇
団
「
サ
ン

セ
ッ
ト
ス
ト
リ
ー
ト
」
第
１
回

公
演
ｌ
愛
の
約
束
ｌ

ｎ
日
（
土
）
喝
時
神
戸
文
化
大
ホ
１
ル

Ｓ
席
２
５
０
０
円
Ａ
席
２
０
０
０
円

（
当
日
５
０
０
円
期
）

夕
聯
の
街
角
で
、
い
つ
か
来

る
夜
明
け
を
信
じ
て
生
き
て
い

る
若
者
た
ち
の
夢
と
挫
折
を
描

送
り
こ
も
う
と
す
る
意
欲
は
、

こ
の
舶
称
か
ら
も
伺
え
る
。
ピ

ア
ノ
に
鞍
井
博
子
を
迎
え
て
の

曲
目
は
、
ハ
イ
ド
ン
「
ラ
ー
ル

ゴ
」
シ
ユ
ー
マ
ン
「
ピ
ア
ノ
５

重
奏
曲
」
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
「
死

と
乙
女
」
。

☆
伊
藤
ル
ミ
・
秋
の
室
内
楽

４
日
（
土
）
四
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー
ル

３
０
０
０
円

師
年
度
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
を

受
賞
し
、
ヴ
ィ
エ
ー
ル
フ
ィ
ル

｢ 風神雷神図」、
大よすぷび
面うま、よ
面なのふう

ン
「
ピ
ア
ノ
三
重
奏
曲
第
一

番
」
シ
ュ
ー
マ
ン
「
ピ
ア
ノ
四

重
奏
曲
」
他
。

卿
睦
”
鍋
岬
》
雪
演
劇

☆
地
人
会
公
演
「
ジ
ャ
ン
プ
」

塑
日
（
土
）
型
時
咽
時
半
芦
屋
ル
ナ
ホ

ー
ル
Ｓ
席
４
５
０
０
円
Ａ
席
３
５
０

０
円
（
当
日
は
５
０
０
円
埴
）

現
実
と
い
う
も
の
は
な
る
よ

う
に
し
か
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
る
人
々
の
中
で
、
自
分
の

琳
一
扇
面
を

識
中
心
と

尾
す
る
小

譜
灘
蝋

国
一
貫

★
ヴ
ィ
ア
・
ノ
ヴ
ァ
弦
楽
四
重

奏
団
演
奏
会

Ⅷ
年
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト

ジ
ャ
ン
・
ム
イ
エ
ー
ル
の
提
唱

に
よ
り
、
弦
楽
四
亜
秦
団
の
メ

ン
バ
ー
の
募
集
が
始
め
ら
れ
４

年
後
に
第
１
回
演
奏
会
を
開
い

い
活
励
を
行
っ
て
い
る
伊
藤
ル

ミ
。
曲
目
は
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー

喜璽 蕊
伊藤ルミ

葵内協ル関
と楽演な西
幅の、どう
広演室のイ

八
新
し
い

日
道
Ｖ
と
い

啄
う
意
味
で

露
弦
楽
四
重

２
奏
の
演
奏

に
新
風
を

雲

て
る
人
間
は
ほ
ん
の

人
間
で
し
か
な
い
。

譲霞霧

助
か
っ
た
与
兵
術
が
あ
と
を
追

う
と
い
う
、
あ
や
し
く
も
美
し

い
名
文
に
彩
ら
れ
た
現
代
的
な

作
品
。

☆
チ
ケ
ッ
ト
を
ペ
ア
で
５
名
様
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
。
希
望
者
は
葉
書
に
住
所
・
氏
名
を

明
記
の
上
、
神
戸
っ
子
「
螺
線
館
」
係
。

１
１４２
１

古代のコックさん・右手に
はl まうちようを持っている

馳
錯
榊
味
”

自
分
の

「
現
実
論
」

と
向
か
い

境
を
避
け
安
易
な
道
を
選
ぷ
の

が
果
た
し
て
幸
福
な
の
か
、
と

原
作
者
・
風
見
ジ
ュ
ン
は
問

う
。
本
来
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の

在
り
方
と
し
て
歌
を
主
体
と
し

て
、
ス
ト
ー
リ
ー
が
進
み
、
ダ

ン
ス
シ
ー
ン
も
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ

ュ
で
あ
る
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
全

妬
曲
、
音
楽
は
緬
曲
家
、
山
倉

た
か
し
氏
一
門
が
担
当
・
「
も
う

１
度
観
た
い
／
・
」
と
観
客
を
し

て
言
わ
し
め
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

で
あ
る
。

★
劇
団
「
螺
線
館
」
公
演

ｌ
近
松
あ
と
這
い
心
中
Ｉ

８
日
Ｉ
妬
日
（
但
し
水
雌
日
は
除
く
）

平
側
鯛
時
日
附
Ⅳ
時
尼
崎
・
近
松
の

芝
居
小
屋
一
般
１
７
０
０
円
学
生
１

５
０
０
円
中
商
１
０
０
０
円

尼
崎
ゆ
か
り
の
近
松
門
左
術

門
の
作
品
を
、
市
民
ぐ
る
み
で

公
演
す
る
劇
団
「
螺
線
館
」
。

側
面
、
料
紙
装
飾
、
漆
工
、
陶

芸
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル

の
作
品
を
〃
意
匠
性
″
と
い
う

視
点
か
ら
鑑
賞
し
て
も
ら
お
う

と
い
う
も
の
。

☆
大
黄
河
文
明
の
流
れ
ｌ
山

東
省
文
物
展
ｌ

哩
日
（
日
）
ま
で
、
時
Ｉ
哩
時
半
つ

か
し
ん
ホ
ー
ル
一
般
９
０
０
円
大
高

生
６
０
０
円
中
小
生
４
０
０
円

人
類
最
古
の
文
明
の
１
つ
で

日
本
文
化
の
源
流
で
も
あ
る
黄

河
文
明
の
重
要
な
舞
台
の
１
つ

で
あ
っ
た
山
東
省
。
「
大
黄
河
文

明
の
流
れ
・
山
東
省
文
物
艇
」

は
、
同
省
に
秘
蔵
さ
れ
る
文
物

に
よ
っ
て
黄
河
文
明
の
流
れ
を

た
ど
る
初
の
試
み
で
あ
る
。

ｇ
ｏ
” 稽古風景

先の中のとはあ
におで夫与、ら
死亀女婦兵おす
| こが房心術旭じ

☆
琳
派
の
意
匠
（
デ
ザ
イ
ン
）
展

叩
日
（
祝
）
ｌ
皿
月
９
日
（
円
）
、
時
Ｉ

”
時
姫
路
市
江
美
術
館
大
人
８
０
０

円
大
商
６
０
０
円
中
小
４
０
０
円

京
都
の
本
阿
弥
光
悦
、
俵
屋

宗
達
の
周
辺
に
始
ま
り
、
尾
形

光
琳
、
乾
山
兄
弟
が
受
け
継
い

だ
「
琳
派
」
。
今
回
は
、
び
ょ
う
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忽
鴇

★
県
立
近
代
美
術
館

セ
ザ
ン
ヌ
展
皿
／
、
ｌ
皿
／
９

ル
ー
５
０
０
ｍ
Ⅳ

一
一
一
酒
《
〈
（
映
画

★
市
民
映
画
劇
場
「
マ
ル
チ
ニ
ッ
ク
の

少
年
」

鍋
日
（
木
）
Ｉ
踊
日
（
土
）
四
時
半

神
戸
文
化
小
ホ
ー
ル
８
０
０
円

・
ユ
ハ
雫
四
一
演
劇

’

1４３
１

☆
東
陽
一
監
督
作
品
〃
化
身
″

皿
月
、
日
よ
り
三
宮
東
映
に
て
ロ
ー
ド
シ

ョ
ー
大
人
１
２
０
０
円
（
当
日
１
５
０

０
円
）
学
生
１
０
０
０
河
（
火
・
蔭
エ
ー

３
０
０
円
中
学
１
２
０
０
円
）

一
人
の
男
と
二
人
の
女
の
愛

と
性
。
人
間
と
し
て
の
あ
く
な

き
要
求
と
愛
に
対
す
る
純
粋
さ

を
み
つ
め
た
、
渡
辺
淳
一
の

「
化
身
」
を
、
東
陽
一
が
映
画

化
。
軽
さ
が
重
く
、
重
さ
が
怪

く
、
笑
い
な
が
ら
心
が
し
っ
と

謹霧鍵溌
鐸豊鎗瀞〃・に < のンリ

漬
映

画

★
Ｓ
Ｋ
Ｄ
レ
ビ
ュ
ー
松
竹
歌
劇
団
公
演

四
日
（
日
）
理
時
刀
時
神
戸
文

化
大
ホ
ー
ル
３
０
０
０
円

★
ハ
イ
メ
・
ト
ー
レ
ス
リ
サ
イ
タ
ル

ｎ
日
（
土
）
肥
時
半
国
際
会
館
２

９
０
０
円

☆
オ
ペ
ラ
一
藤
戸
の
浦
」
声
芸
舎
公
演

１
日
（
水
）
１
３
円
（
金
）
四
時
ピ

ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー
３
５
０
０
円

★
神
戸
室
内
合
奏
団
第
⑲
回
定
期
演

奏
会
釧
日
（
金
）
四
時
神
戸
文
化

中
ホ
ー
ル
２
０
０
０
円
１
５
０
０

円
（
高
校
生
以
下
）

☆
第
７
回
ユ
ー
カ
リ
コ
ン
サ
ー
ト

３
日
（
金
）
璽
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
－
５
０
０
円
７
０
０
円
（
高

校
生
以
下
）

☆
徳
永
二
男
バ
イ
オ
リ
ン
リ
サ
イ
タ
ル

週
日
（
月
）
四
時
ル
ナ
ホ
ー
ル
３

０
０
０
円

☆
飯
田
正
紀
音
の
個
展

幻
日
（
月
）
四
時
ル
ナ
ホ
ー
ル
２

０
０
０
円

☆
オ
ペ
ラ
「
蝶
々
夫
人
」

型
日
（
金
）
”
日
（
土
）
蝿
時
半
溺

日
（
日
）
皿
時
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
ホ
ー

ル
Ｓ
６
０
０
０
円
Ａ
５
０
０
０
円

Ｂ
４
０
０
０
円
Ｃ
３
０
０
０
円

★
飛
朔
す
る
音
楽
家
た
ち

塑
日
（
金
）
羽
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

薗
青
※

可☆斎黄★新二★シ河巨龍★茶ヨ谷ヨ☆国☆
１せ藤鈍卜谷元ギ十本匠敬海道１口Ｉギ際さ
枚い智展ア英会ヤガ和た子文具ロ正ロヤスん
ので展口子小ラＩ子ち作堂展ツ雄ツラテち
絵んＩ作品リル展の品ギパ写パリンか
ｰ ホド品展Ｉ石蝋展ヤ版真版Ｉドギ

篇 A 蔦腔を傷＆了畷膜畷与業
１０展１０１０１０１０さ１０展１０１０１０１１０１０１０１０レ１０スリ１０
／／／／／い／／／／／／／／／芸Ｉ／
2 ３１９５２エ１４２５１８１１４２９２２１５１２術３１
１ＩＩＩｌｌｌＩｌＩＩＩＩｌ展１
１０1 ０１０１１１０ ﾕ 0 1 0 1 0 1 0 1 １１０１０１０ 1 ０１１
／／／／／／，／／／／／／／／・
2 ９３０１６ 1 1 9 ３１２４１７１０１０２７２０６ 6 5

り
濡
れ
る
よ
う
な
世
界
を
、
瀧

竜
也
、
黒
木
砿
、
阿
木
耀
子
の

キ
ャ
ス
ト
で
描
く
。

★
こ
の
映
画
の
チ
ケ
ッ
ト
を
５
名
様
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
。
希
望
者
は
葉
書
に
住
所
・
氏

名
を
明
記
の
上
、
神
戸
っ
子
「
東
映
」
係

☆
ハ
ー
ト
、
ハ
ー
ト

名
画
は
永
遠
に

９
月
即
日
１
ｍ
月
３
日
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー

で
朝
食
を 鶏静鐘

鰯
噸
報
芦
Ｌ
１
画
薗
幽

ｑ
ｌ

笹
圃
撫
一
歳
ｆ

☆
前
進
座
公
演
「
一
本
刀
土
俵
入
」

疋
日
（
木
）
’
昭
日
（
土
〉
超
時
躯
分

Ｉ
虹
時
躯
分
四
日
（
日
）
皿
時
半
ｌ

肥
時
半
神
戸
文
化
中
ホ
ー
ル
３
０

０
０
円

☆
新
宿
コ
マ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
ア
ニ
－
よ
銃
を
と
れ
」

狙
日
（
土
）
坦
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
３
０
０
０
円

★
秋
川
リ
サ
・
仲
谷
昇
の
リ
タ
の
教
育

型
日
（
火
）
狸
時
半
四
時
ピ
ッ
コ

ロ
シ
ア
タ
ー
３
０
０
０
円

鴇
鳶

オードリーヘツ
う回バーン

女の化身を見つめる秋

蕊 難難；灘瀧難
作協協ラ国染館へ雄油壇展装術、腰俊画展ｌ

蕊, 静, 難”禁”零"灘擢爵､：…，，羅廊靭
秋／員／展／術／芸／尋／展／人／／／悦／／／、／
季１１新２６３館１０展５．２４１７者１０３２３日１６９２秀２０

展捻ムムＡ蛸』トム雨ムムム耐, ｛催Ａ
／展／／／／健／／ｇ／／／展／／／展／
２２８８２４３０，－′２９２１弓１５８２８２１１４７２６

ｍ
月
４
日
、
１
ｍ
月
面
ロ
カ
サ
プ
ラ
ン
カ

如
月
咽
日
●
１
ｍ
月
鰹
日
喝
釆

新
ア
サ
ヒ
に
て
公
開
３
本
セ
ッ
ト
券
３

０
０
０
円
一
般
１
５
０
０
円
学
生
１

３
０
０
円

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
ム

ー
ビ
ー
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
Ｐ
Ａ

Ｒ
Ｔ
３
は
、
オ
ー
ド
リ
ー
・
ヘ

ッ
プ
バ
ー
ン
の
〃
テ
ィ
フ
ァ
ニ

ー
で
朝
食
を
〃
、
イ
ン
グ
リ
ッ

ト
・
バ
ー
グ
マ
ン
の
〃
カ
サ
ブ
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':蕊議畿潔懲、
バ
ト
ル
の
家
の
二
階
に
下
宿
し
て
い
る
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
の
若
い

女
ジ
ル
（
キ
ム
・
グ
ラ
イ
ス
）
が
見
て
し
ま
う
。

か
ん
じ
ん
の
テ
ロ
リ
ス
ト
の
タ
ト
ル
（
ロ
バ
ー
ト
・
デ
・
ニ
ー

巳
は
巧
み
に
変
装
し
て
当
局
の
目
か
ら
姿
を
か
く
し
て
転
々
と

行
き
さ
き
を
か
く
す
。

×

話
は
、
な
ん
で
も
な
い
Ｓ
ｏ
Ｆ
ス
リ
ラ
ー
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が

サ
ム
の
幻
想
が
お
ど
ろ
く
べ
き
映
画
美
術
を
生
ん
で
ゆ
く
の
だ
。

イ
ギ
リ
ス
映
画
「
赤
い
靴
」
の
幻
想
バ
レ
エ
を
見
た
人
。
あ
る

い
は
フ
ェ
リ
ー
ニ
の
「
酷
」
あ
る
い
は
キ
ュ
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
「
時

計
じ
か
け
の
オ
レ
ン
ジ
」
あ
る
い
は
コ
ク
ト
オ
の
「
オ
ル
フ
ご

し
ん
ば
ん

あ
る
い
は
オ
ー
ソ
ン
・
ウ
エ
ル
ズ
の
「
審
判
」
あ
る
い
は
フ
ラ
ン

ス
映
画
の
ジ
ャ
ン
ー
ジ
ャ
ッ
ク
・
ベ
ネ
ッ
ク
ス
の
「
デ
ィ
ー
バ
」

を
見
た
人
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
映
画
感
覚
に
圧
倒
さ
れ
た
感
覚
の

持
ち
主
に
は
…
…
こ
ん
ど
の
「
未
来
世
紀
ブ
ラ
ジ
ル
」
は
た
ま
ら

な
い
で
あ
ろ
う
。

×

サ
ム
の
幻
想
が
、
わ
が
身
を
白
鳥
に
し
て
空
を
飛
ぶ
。
白
雲
の

み
ね峰
を
く
ぐ
り
抜
け
青
一
色
の
空
に
舞
い
あ
が
る
。
す
る
と
、
は
る

せ
き

チ
ャ
ッ
プ
Ⅷ
ソ
ン
の
「
モ
ダ
ン
・
タ
イ
ム
ス
」
は
今
や
現
に
迫
っ

て
き
て
い
る
。

さ
て
「
未
来
世
紀
ブ
ラ
ジ
ル
」
は
サ
ン
バ
の
〃
ブ
ラ
ジ
ル
″
の

陽
気
な
メ
ロ
デ
ィ
を
遠
く
に
流
し
て
は
い
る
が
中
味
は
来
る
べ
き

み
ら
い
未
来
の
さ
ら
に
こ
わ
い
話
し
で
あ
る
。
機
械
が
人
間
を
生
き
な
が

ら
殺
す
。

き
ろ
く

あ
る
国
の
話
。
情
報
局
の
記
録
課
の
サ
ム
（
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
プ

ラ
イ
ス
）
は
疲
れ
切
る
。

こ
の
国
で
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

す
べ
て
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
管
理
さ
れ
て
い
る
。

き
か
い
か
ん

し
か
し
、
い
く
ら
機
械
が
完
。
へ
き
と
い
っ
て
も
、
ま
ち
が
い
は

起
る
。
こ
の
記
録
課
の
部
屋
に
一
匹
の
ハ
エ
が
迷
い
こ
み
、
一
人

の
役
人
が
そ
の
ハ
エ
を
叩
き
落
す
。
ハ
エ
は
ワ
ー
プ
ロ
の
文
字
の

上
に
落
ち
た
。
そ
の
文
字
は
タ
ト
ル
で
あ
っ
た
も
の
を
、
そ
の
Ｔ

の
字
の
上
に
ハ
エ
が
落
ち
た
が
た
め
に
Ｔ
が
Ｂ
と
記
録
さ
れ
、
テ

ロ
と
し
て
か
ね
て
狙
わ
れ
て
い
た
タ
ト
ル
を
バ
ト
ル
と
ま
ち
が
え

て
し
ま
う
。

保
安
当
局
が
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
の
靴
職
人
バ
ト
ル
を
さ
が
し
だ
し

逮
捕
し
た
。
バ
ト
ル
は
わ
け
が
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
ま
ち
が
い
を

ＣＩＮＥＭＡ試写室
向

映画が遊ぶとき
『未来世紀ブラジル」

蕊 144

灘
淀川長治
く映画評論家〉
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・
イ
ン
・
ア
メ
リ
カ
」
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
ま
だ
三
十
歳
代
の

若
い
ア
ー
ノ
ン
・
ミ
ッ
チ
ャ
ン
に
見
こ
ま
れ
て
巨
費
を
投
じ
て
作

っ
た
の
が
こ
の
「
未
来
世
紀
ブ
ラ
ジ
ル
」
な
の
だ
っ
た
。

出
演
者
は
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
プ
ラ
イ
ス
、
キ
ム
・
グ
ラ
イ
ス
ト
、

イ
ァ
ン
・
ホ
ル
ム
、
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ヘ
ル
モ
ン
ド
、
す
べ
て
お
な

じ
み
で
は
な
い
。
そ
し
て
ロ
バ
ー
ト
・
デ
・
ニ
ー
ロ
で
さ
え
、
い

っ
た
い
ど
こ
に
彼
が
出
て
い
る
か
が
見
終
っ
た
あ
と
ま
で
わ
か
ら

ぬ
始
末
で
あ
る
。
し
か
も
彼
は
た
び
か
さ
ね
て
あ
ら
ゆ
る
シ
ー
ン

に
登
場
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

×

お
ん
が
く

映
画
と
い
う
も
の
も
ま
た
幸
臼
楽
で
あ
っ
て
悪
る
か
ろ
う
わ
け
は

な
い
。
映
画
と
い
う
も
の
が
ダ
リ
や
ピ
カ
ソ
に
せ
ま
る
絵
画
美
術

ぱ
に
化
け
た
と
て
悪
る
か
ろ
う
わ
け
は
な
い
。
し
か
も
光
と
影
と
色

彩
と
音
楽
を
持
つ
映
画
と
い
う
も
の
が
映
画
ほ
ん
ら
い
の
〃
動

つ

く
″
声
」
と
の
強
よ
み
を
見
せ
て
流
動
感
を
画
面
に
流
す
と
き
の
美

こ
そ
は
映
画
ど
く
と
く
の
美
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
映
画
の
フ
イ
ル

ム
編
集
を
も
っ
て
数
秒
間
に
起
る
ア
シ
と
お
ど
ろ
く
ト
リ
ッ
ク
が

か
ん
か
く

見
せ
る
シ
ョ
ッ
カ
ー
感
覚
。

ふ
ん
か

大
地
が
噴
火
山
の
よ
う
に
大
爆
発
し
巨
大
な
ピ
ル
が
地
下
か
ら

地
上
に
現
わ
れ
て
も
、
映
画
は
そ
の
奇
蹟
を
や
っ
て
の
け
得
る
の

で
あ
る
。

サ
ム
が
さ
が
す
天
女
が
、
い
つ
の
ま
に
か
空
中
で
、
オ
リ
の
．
中

に
閉
じ
こ
め
ら
れ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
そ
の
オ
リ
は
空
を
流
れ

る
。
そ
し
て
そ
の
オ
リ
を
日
本
の
サ
ム
ラ
イ
が
追
う
、
そ
の
サ
ム

か
し
ん

ラ
イ
に
し
た
が
う
家
臣
は
日
本
の
お
た
ふ
く
の
面
を
つ
け
て
い
る

サ
ム
が
サ
ム
ラ
イ
の
心
臓
を
剣
で
ひ
と
つ
き
に
つ
き
刺
す
や
心
臓

は
火
を
吹
き
、
巨
岩
の
岩
の
人
間
が
サ
ム
の
足
を
ひ
っ
ぱ
っ
た
。

×

か
く
述
べ
て
ゆ
く
と
、
あ
の
「
、
不
バ
ー
・
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
ス

ト
ー
リ
ー
」
を
思
わ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
で
あ

る
の
だ
が
、
こ
の
「
バ
ン
デ
ッ
ト
Ｑ
」
の
テ
リ
ー
・
ギ
リ
ア
ム

（
四
十
六
歳
）
は
さ
ら
に
深
く
さ
ら
に
妖
し
く
映
画
幻
想
遊
び
に

ふ
け
り
、
映
画
が
動
く
美
術
、
流
動
絵
画
美
術
の
こ
と
を
鮮
や
か

に
示
す
の
だ
。

い
の

か
彼
方
に
、
う
す
絹
の
布
を
ひ
ら
め
か
し
た
女
が
天
使
さ
な
が
ら

に
空
を
な
な
め
に
流
れ
走
る
。
サ
ム
の
化
身
の
白
鳥
が
そ
れ
を
追

つ
ば
さ

う
。
サ
ム
の
烏
の
白
い
大
き
な
翼
が
一
目
空
を
斬
っ
て
走
る
。
そ
の

白
い
布
に
包
ま
れ
た
天
使
は
靴
職
人
の
家
に
下
宿
し
て
い
る
ジ
ル

で
は
な
い
か
。×

ぬ

幻
想
は
現
実
に
も
ど
胴
ソ
、
ま
た
も
現
実
の
苦
痛
を
脱
ぎ
捨
て
る

か
の
よ
う
に
サ
ム
の
幻
想
は
つ
づ
い
て
ゆ
く
。
監
督
は
「
バ
ン
デ

ッ
ト
Ｑ
」
の
イ
ギ
リ
ス
の
テ
リ
ー
・
ギ
リ
ア
ム
。
こ
う
申
せ
ば
お

わ
か
り
で
あ
ろ
う
。
あ
の
「
バ
ン
デ
ッ
ト
Ｑ
」
の
イ
ギ
リ
ス
古
典

の
お
と
ぎ
ム
ー
ド
は
一
冊
の
童
話
絵
本
か
ら
と
び
だ
し
て
映
画
幻

想
美
術
の
極
致
を
見
せ
た
。

こ
の
監
督
が
ア
メ
リ
カ
の
「
ワ
ン
ス
。
ア
ポ
ン
・
ア
・
タ
イ
ムすべては監視されている

１
１４５
１
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昨
年
週
間
文
春
で
連
載
さ
れ
一
－
ベ
ル
サ
ノ
ヘ
の
ほ
か
、
ト
ァ

○
で
、
二

三
宮
本
通
り
の
〃
ク
ブ
ラ
カ

ー
ン
〃
が
８
月
釦
日
、
装
い
新

た
に
〃
ク
ワ
ト
ロ
・
ス
タ
ジ
ョ
ウ

ネ
ロ
匡
閏
可
○
切
冨
四
○
日
″
（
松

谷
至
博
店
長
）
と
し
て
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
オ
ー
プ
ン
し
た
。
「
四

季
」
と
い
う
意
味
の
名
だ
が
、

ベ
ニ
ヤ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
プ
ラ
ン

☆
ク
ワ
ト
ロ
・
ス
タ
ジ
ョ
ウ
ネ

ド
と
し
て
フ
ル
ア
イ
テ
ム
で
展

開
し
て
い
く
予
定
。
キ
ャ
リ
ア

層
を
ね
ら
い
と
し
た
エ
ス
ニ
ッ

ク
イ
メ
ー
ジ
の
〃
ク
ワ
ト
ロ
〃

だ
が
、
色
使
い
な
ど
ベ
ニ
ヤ
な

ら
で
は
の
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
感
覚

が
生
か
さ
れ
て
い
る
。

国
中
央
区
三
宮
町
２
丁
目
８
１
㈹

富
３
３
２
１
４
８
５
８

ＳＰＥＣＨＡＬＭＥＳＳＡＧＥリ
フ
レ
ッ
シ
ュ
オ
ー
プ
ン

神戸百店会だより

エスニック感覚いっぱい

メ
ン
ズ
シ
ョ
ッ
プ
の
Ｍ
Ａ
Ｃ

亜
宛
『

本
市
を
９
月
２
日
３
日
の
両
日

話
題
を
呼
ん
で
い
る
末
積
製
額

が
恒
例
の
額
禄
・
絵
画
総
合
見

☆
末
積
製
額
第
九
回
額
禄
・
絵

兵
庫
県
農
業
会
館
で
開
催
し
集
め
て
お
り
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
な

た
。
出
展
は
、
油
禄
、
デ
ッ
サ
ラ
ル
フ
・
ロ
ー
レ
ン
の
ツ
イ
ー

ン
禄
、
色
紙
額
、
書
道
額
、
油
ド
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
が
好
評
。
Ｍ
Ａ

絵
、
版
画
、
ポ
ス
タ
ー
、
色
紙
Ｃ
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ジ
ャ
ン
パ
ー

絵
、
掛
軸
な
ど
お
馴
染
の
品
目
。
や
ピ
ー
コ
ー
ト
、
セ
ー
タ
ー
小

な
潅
司
峨
諦
》
癖
諦
建
永
砂
唖
物
類
も
定
着
し
て
い
る
。

ト
ア
ロ
ー
ド
店
で
今
秋
か
ら

が
、
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
や
リ

ト
グ
ラ
フ
の
新
感
覚
ア
ー
ト
で
展
開
さ
れ
る
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ド

バ
イ
ヤ
ー
の
熱
い
視
線
が
注
が
一
軒
》
し
諺
娠
垂
湿
稲
蒲
峠
碓
濡

れ
て
い
た
。

画
総
合
見
本
市
開
催

ア
ー
ト
ニ
ク
ス
を
導
入
し
、

注目のシルクスクリーン

８
月
調
日
、
元
町
一
番
街
の
た
姉
妹
二
人
の
生
き
様
が
主
な

ヌ
ー
ベ
ル
サ
ノ
ヘ
で
、
東
映
映
ス
ト
ー
リ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

画
岩
極
遁
神
霊
雌
も
垂
滋
鐸
婚
搾
蓉
特
鋤
津
雫
砕
詐
》
羊
醍
僻
赫

監
督
を
は
じ
め
、
主
演
の
岩
下
こ
と
で
神
戸
で
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン

ｇ
ｚ
ｍ
三
ア

志
麻
さ
“
か
た
せ
梨
乃
さ
ん
一
睡
が
癖
却
哩
窪
魂
溶
耐
癖
刊
奉

ら
が
姿
を
見
せ
た
。

☆
元
町
ヌ
ー
ベ
ル
サ
ノ
ヘ
で
一
毒
Ⅷ
癖
錘
砂
蝿
雑
僅
鋤
雑
独
諏

映
画
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

び
正
統
派
ト
ラ
ッ
ド
が
人
気
を

し
で
稲
秋
冬
物
の
展
示
会
と
受

注
会
を
開
催
し
た
。
今
秋
は
再

三
ｍ
ｚ
ｍ

☆
こ
の
秋
、
正
統
派
ト
ラ
ッ
ド

は
８
月
調
日
か
ら
３
日
間
、
ド

ル
チ
ェ
Ｍ
Ａ
Ｃ
の
３
階
、
マ
ー

秋
冬
は
ト
ラ
ッ
ド
に
挑
戦
し

が
新
鮮
で
す

華やかな岩下さんと葦原社長

ツイードが揃うラルフ･ ローレンコーナー

た
家
田
荘
子
氏
の
同
名
小
説
を

ロ
ー
ド
の
マ
キ
シ
ン
、
元
町
の

ク
レ
サ
ン
ベ
ー
ル
店
。
撮
影
現

場
で
は
緊
張
し
た
空
気
が
漂
っ

て
い
た
が
、
撮
影
後
、
岩
下
さ

ん
、
か
た
せ
さ
ん
は
、
と
り
囲
ん

だ
フ
ァ
ン
と
気
軽
に
写
真
も
。

■
「
極
道
の
妻
た
ち
」
Ⅲ
月
晦
日
東
映

系
全
国
一
斉
封
切
り

詞
ブ
レ
ザ
ー
シ
ョ
ッ
プ
／
３
９
１
‐
０

買
上
げ
の
お
客
さ
ん
に
は
空
く

じ
な
し
の
抽
選
も
あ
り
、
テ
ィ

ー
ブ
レ
イ
ク
を
楽
し
み
な
が
ら

の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
展
示
会
だ

て
み
て
は
別

っ
た
、

８
９
６

１
１４６
１
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ン
も
好
評
だ
っ
た
。

１
１４ワ
Ｉ

『
Ｏ
で
一
○
め

⑨
Ｕ
Ｃ
Ｃ
上
島
迦
誹
か
ら
鎮
麗
凧

レ
ギ
ュ
ラ
ー
コ
ー
ヒ
ー
の
遡
砕
異

人
館
倶
楽
部
の
新
し
い
シ
リ
‐
‐
ズ

〃
洋
館
〃
シ
リ
．
・
ズ
が
登
場
。

「
仏
間
西
館
」
「
伊
太
利
館
」
「
亜

米
利
加
館
Ｌ
の
３
タ
イ
プ
が
、
そ

れ
ぞ
れ
３
つ
の
異
国
情
緒
霜
か
も

し
出
す
。
神
戸
は
日
本
の
コ
ー
ヒ

ー
発
祥
の
地
。
す
る
ど
い
国
際
感

覚
が
独
特
の
和
洋
文
化
を
育
て
あ

げ
、
Ｒ
木
人
の
味
覚
に
な
じ
む
日

本
人
の
た
め
の
コ
ー
ヒ
ー
を
創
り

出
し
、
ま
す
ま
す
多
様
化
す
る
消

挫
者
の
志
向
に
対
応
。
そ
れ
ぞ
れ

２
０
０
グ
ラ
ム
缶
入
り
で
￥
７
８

０
と
な
っ
て
い
る
。

、
田
崎
真
珠
ヒ
ル
ト
ン
プ
ラ
ザ
店

が
９
月
、
日
、
ヒ
ル
ト
ン
プ
ラ
ザ

地
Ｆ
１
Ｆ
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
現

る色
○町『Ｉ

髄
所
に
表
現
し
な
が
ら

と
落
ち
着
い
た
雰
囲
気

選
べ
る
梯
、
ク
ラ
シ
ッ

訓
と
デ
ザ
イ
ン
で
汝
出
し

阪
市
北
区
倫
聴
脚
１
．
．
８
１
肥

共
に
認
め
る
金
子
信
雄

さ
ん
の
お
話
と
ヴ
ィ
オ
ラ
潰
奏
と

●
汀
．
ル
ド
パ
ー
の
ケ
ー
プ
ワ
イ
ン

・
ネ
グ
パ
ー
・
グ
で
週
末
の
ひ
と
と

き
を
ち
ょ
っ
と
お
浦
落
に
過
ご
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

参
加
費
／
一
人
８
，
０
０
０
円

詳
し
く
は
茸
３
３
１
‐
・
８
１
１
１ Iま、

鍵 鴬，
篭ツ

ンリングを
のタジマより、１８
誤ンリングを１名
' 悪します。烏をデ
オシヤレなリング
ョナプルな貴女に
雌や年齢を逃ばな

商品の受
室まで。

ＰＥＯＰＬＥ〈4 9＞

③常に時代様式にあった店づくりを
山本憲一さんく鮒菊水総本店飲食事業部部長＞
入社してﾕ 3 年、“ジャルダン画を担当
して１１年になる山本さん。「時代の様式
にあったステキな食生活の仕方を提案で
きる店づくり、商品づくりをめざしたい
ですね｡ 」と抱負を語る。サン愚うべ店、
中山手店など６店あるジャルダンの取り
まとめ役｡ 福井市出身だが､ 永住するのは
神戸と決めているとか。ゴルフと布引の
滝周辺を散策するのがもっぱらの趣味。

ＰＲＥＳＥＮＴ
CＯＲＨＥＲ

日
消
印
ま
で
蒋
効
で
す
。
当
選
者
に
は
神
戸
っ
子
か

ら
当
選
葉
書
を
発
送
、
奨
番
を
持
っ
て
お
店
ま
で
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
収
り
に
お
出
か
け
下
さ
い
。

応
募
方
法
④
葉
書
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
希

望
す
る
商
品
名
を
明
記
の
上
、
神
戸
市
中
央
区
東
町

巾
‐
ｉ
大
神
ピ
ル
９
Ｆ
恥
月
刊
神
戸
っ
一
之
神
戸
百

店
会
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
ま
で
ご
応
募
下
さ
い
。
、
月
加
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は
じ
め
８
種
類
の
エ
ス
プ
レ
ッ

ソ
コ
ー
ヒ
ー
も
勢
揃
い
。
モ
ゲ

ン
ジ
ャ
ズ
を
聞
き
な
が
ら
の
伽

誹
タ
イ
ム
、
お
楽
し
み
下
さ
い
。

■
鰻
．
ル
ー
マ
ウ
ン
テ
ン
阪
急
六
甲
畷
南

出
皿
西
八
幡
神
社
餌
通
山
簿
８
６
１

５
５
８
５
ｕ
Ａ
Ｍ
ｌ
ｕ
Ｐ
Ｍ
火
暁
仏

★
カ
レ
ー
を
食
べ
て
、

イ
ン
ド
へ
ト
リ
ッ
プ

ハ
ン
タ
ー
坂
を
登
り
つ
め
る

と
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
テ
ィ
ー
レ
ー
ノ

ム
〃
ナ
マ
ス
ー
テ
・
ジ
〃
が
あ
る

サ
ラ
ヅ
と
し
た
舌
ざ
わ
り
の異国情緒あふれる店内

同
協
議
会
は
八
月
七
日
発
足

し
、
良
質
の
三
田
肉
を
扱
う
店

を
指
定
店
と
し
て
認
定
す
る
方

針
で
あ
る
が
、
そ
の
第
一
号
に

和
黒
が
選
ば
れ
た
わ
け
だ
。

同
店
は
す
で
に
神
戸
ビ
ー
フ

登
録
指
定
店
で
あ
る
の
で
、
こ

れ
で
〃
二
冠
王
″
と
な
っ
た
。

「
こ
れ
を
機
会
に
、
い
い
お
肉
を

適
正
な
お
値
段
で
提
供
す
る
こ

と
に
ま
す
ま
す
精
進
し
ま
す
」

と
オ
ー
ナ
ー
。
こ
の
十
一
月
で

五
周
年
を
迎
え
る
同
店
へ
の
格

☆
ス
テ
ー
キ
の
和
黒
が

〃
二
冠
王
″
に

あ
ぶ
り
肉
工
房
「
和
黒
（
わ

っ
こ
ぐ
）
」
が
、
こ
の
ほ
ど
兵

庫
県
三
田
市
一
一
一
田
肉
流
通
振
興

協
議
会
の
指
定
店
と
な
っ
た
。

明るい店内

び
っ

カ
レ
ー
の
味
は
、
訪
れ
た
こ
と

が
な
い
者
に
も
イ
ン
ド
を
思
わ

せ
る
イ
ン
ド
紅
茶
の
マ
サ
ラ

テ
ィ
も
お
奨
め
。

異
人
館
巡
り
で
お
腹
が
す
い

た
ら
、
ナ
マ
ス
チ
・
ジ
・
セ
ッ

ト
を
ど
う
ぞ
イ
ン
ド
風
カ
レ

ー
、
ラ
イ
ス
、
サ
モ
サ
、
マ
サ

ラ
チ
ィ
の
セ
ッ
ト
で
一
二
○
へ
）

円
。
他
に
イ
ン
ド
風
ヨ
ー
グ
ル

ト
ジ
ュ
ー
ス
の
ラ
ッ
シ
ー
四
○

○
円
等
も
味
わ
い
深
い

回
叱
坤
兜
区
北
野
町
３
１
２
５
ハ
ン
紅

１
坂
上
が
る
雷
２
４
２
４
１
５
１
１

Ａ
Ｍ
ｉ
７
Ｐ
Ｍ
旧
祝
は
ｍ
Ａ
Ｍ
ｌ
６
Ｐ

Ｍ
水
Ⅶ
体

ムードも十分の和黒

●
神
戸
う
ま
い
も
ん

と
ド
リ
ン
キ
ン
グ

蝦
夷
（
え
ぞ
、

北
海
道
郷
土
料
抑

中
央
区
、
曲
手
皿
１
ｉ
４
ｌ
蝿

束
門
街
東
門
会
蝕
ピ
ル
ー
Ｆ

貢
３
３
１
１
７
７
７
０

皆
さ
ま
に
ご
愛
顧
い
た
だ

い
て
ま
い
り
ま
し
た
〃
蝦
夷
″

も
、
お
か
げ
さ
ま
で
満
略
周

年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
み

な
さ
ま
方
の
お
力
添
え
の
賜

と
心
よ
り
感
謝
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
度
、
焔
尚
年

は
猶
な
い

好
の
賎
と
な
っ
た
よ
う
だ
。

■
嘩
戸
市
中
央
区
，
叩
山
手
通
１
１
理
１
ｍ

（
ヒ
ル
サ
イ
ド
テ
ラ
ス
ー
Ｆ
）
衝
２
２
２

０
６
７
８

☆
秋
は
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
を

ブ
ル
ー
マ
ウ
ン
テ
ン
で

コ
ー
ヒ
ー
好
き
が
昂
じ
て
六

甲
に
お
店
を
オ
ー
プ
ン
し
て
晦

周
年
を
迎
え
た
プ
ル
ー
マ
ウ
ン

テ
ン
。
帥
名
ぐ
ら
い
の
パ
ー
テ

ィ
‐
が
充
分
で
き
る
ゆ
っ
た
り
と

し
た
ス
ペ
ー
ス
と
落
ち
着
い
た

ム
ー
ド
が
嬉
し
い
。

甘
さ
を
押
え
た
六
種
類
の
ケ

ー
キ
と
オ
ー
ブ
ン
ト
ー
ス
タ
ー

で
こ
ん
が
り
焼
い
た
パ
リ
風
チ

ー
ズ
ト
ー
ス
ト
が
お
す
す
功

卿
叩
。ｍ

月
か
ら
は
カ
プ
チ
ー
ノ
を

一
週
間
、
特
別
メ
ニ
ュ
ー
と

し
て
北
海
道
の
地
酒
を
は
じ

め
、
ワ
イ
ン
、
焼
酎
ま
た
海

産
物
や
珍
味
、
甘
党
の
方
に

は
帯
広
六
花
亭
の
ホ
ワ
イ
ト

チ
ョ
コ
と
銘
菓
な
ど
も
用
意

い
た
し
ま
す
の
で
、
お
誘
い

合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
と
も
ご

来
店
下
さ
い
。

記
念
と
い
た
し
ま
し
て
来
る

幻
月
加
日
よ
り
妬
日
ま
で
の

149

北海道ムードが満点
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インド神秘の舞

シ
ョ
ー
が
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル

で
、
ｎ
月
叫
日
は
コ
ウ
ベ
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
稲
が
田
崎
ホ
ー
ル
で
、
そ
の

他
に
も
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
連

日
開
催
。
詳
し
く
は
、
京
阪
神

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
マ
ン
ス
実
行
委

員
会
（
神
戸
商
工
会
議
所
恋
２

５
１
１
１
０
０
１
）
ま
で
。

☆
知
れ
ば
知
る
ほ
ど

ア
ジ
ア
は
お
も
し
ろ
い

ア
ジ
ア
を
神
戸
で
感
じ
る
、

b

☆
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が

満
開
し
ま
す
／
こ
の
秋

京
都
、
大
阪
、
神
戸
の
３
都

市
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
が
ス

ク
ラ
ム
を
組
ん
で
い
ろ
ん
な
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
繰
り

広
げ
る
、
皿
．
ｕ
月
の
２
カ
月

間
、
「
京
阪
神
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
マ

蕊雲
与
劃
｜
、害

」
”
‐

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

蕊

昨年のデザインコンテスト
シフハ日１０でン
ヨアル藤月は神ス
ンツミ本１５、戸匡

定
。

こ
の
マ
ー
ク
は
、
世
界
に
開

か
れ
た
扇
形
の
港
を
表
わ
す
市

章
を
デ
ザ
イ
ン
化
、
併
せ
て
船

誕
生
日

ア
ジ
ア
民
族
芸
能
祭
が
、
イ
ン

ド
の
シ
タ
ー
ル
、
韓
国
伽
仰
琴

な
ど
に
陶
酔
。
ｎ
日
は
同
じ
く

午
後
１
時
半
か
ら
メ
イ
ン
ホ
ー

ル
で
ア
ジ
ア
映
画
祭
と
し
て

「
長
江
」
を
上
映
、
加
日
Ｉ
岨

日
を
通
し
て
市
民
広
場
で
は
、

ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
の
輸
入
品
バ

ザ
ー
ル
・
写
真
展
・
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
他
楽
し
い
催
し
を
予
定
。

■
ア
ジ
ア
祭
実
行
委
員
会
茸
３
０
３
１

０
０
３
０

☆
神
戸
開
港
加
年
祭

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
決
定

来
年
神
戸
港
開
港
加
年
を
迎

え
、
こ
れ
を
記
念
し
て
来
年
春

と
夏
に
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
繰

り
広
げ
る
「
神
戸
開
港
伽
年

祭
」
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
決

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
ア
ジ
ア
祭
が
、
加
月

加
日
（
金
）
ｌ
蛇
日
（
日
）
、
ポ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
市
民
広
場
・

国
際
会
議
場
で
開
催
さ
れ
る
。

加
日
は
午
後
１
時
半
か
ら
国

際
会
議
場
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
で
、 - = ＝可乏塗一

１
１５０
１

－｣

る
予
定
。

「
チ
ー
ズ
の
館
」
に
は
、
六

甲
山
牧
場
や
チ
ー
ズ
に
つ
い
て

紹
介
す
る
部
屋
や
、
レ
ス
ト
ラ

ン
、
展
望
室
も
あ
り
、
六
甲
山

の
新
た
な
観
光
名
所
に
な
る
。

特
に
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、

未
来
に
は
ば
た
く
国
際
港
の
力

強
さ
と
、
海
へ
の
親
し
み
を
表

現
し
て
い
る
。

今
後
、
い
ろ
ん
な
場
所
で
目

に
つ
く
こ
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

を
よ
ろ
し
く
ノ
．

☆
六
甲
山
牧
場
に
「
チ
ー
ズ
の

館
」
が
で
き
る
″

神
戸
市
立
六
甲
山
牧
場
で

は
、
生
産
過
剰
の
牛
乳
を
有
効

に
使
用
す
る
手
段
と
し
て
、
チ

ー
ズ
の
生
産
販
売
を
す
る
「
チ

ー
ズ
の
館
」
を
建
設
。
来
春
に
は

あ
り
が
と
う

ノ

『
共
に
生
き
る
ｌ
福
祉
社
会
の
価
値
と

形
成
』
出
版

本
迎
動
顧
問
の
桧
前
敏
彦
先
生
（
元

神
戸
市
民
生
局
長
）
が
、
補
祉
に
つ
い

て
長
年
に
わ
た
っ
て
悪
蓄
を
か
た
む
け

て
こ
ら
れ
た
福
祉
誌
『
共
に
生
き
る
ｌ

福
祉
社
会
の
価
値
と
形
成
』
を
、
今
回

ま
と
め
て
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
桧
前
袖

祉
哲
学
の
災
大
成
で
す
。

多
く
の
人
々
に
こ
の
本
が
愛
読
さ
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
、
こ
こ
に
紹
介
い
た

し
ま
す
。

本
は
、
三
部
か
ら
な
っ
て
い
て
、
第

１
部
は
、
「
福
祉
の
思
想
」
で
、
現
代

社
会
に
お
け
る
言
“
『
の
什
芝
の
再
“
「
、

政
治
課
題
と
し
て
の
共
に
生
き
る
社

会
、
福
祉
政
雄
の
指
標
と
し
て
の
健
康

で
文
化
的
な
生
活
、
福
祉
国
家
と
キ
リ

ス
ト
教
社
会
事
業
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ケ
ア
福
祉
と
幸
福
に
つ
い
て
の
随
想
の

六
章
で
す
。

第
Ⅱ
部
は
、
「
福
祉
の
諸
問
題
」
で

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
カ
ー
の
誕
成
と
研

修
、
社
会
福
祉
行
政
職
員
制
度
の
砿

立
、
ち
え
お
く
れ
の
人
た
ち
と
私
た

ち
、
教
育
櫛
の
法
理
に
つ
い
て
、
緋
神

簿
弱
者
対
策
の
韮
本
的
な
考
え
方
、
胎

児
の
人
権
、
新
生
児
の
生
み
こ
ま
れ
る

社
会
、
子
、
親
、
子
育
て
の
七
章
で
す

第
Ⅲ
部
は
、
「
福
祉
の
寸
言
」
で
、

福
祉
の
原
点
、
ぴ
か
ぴ
か
の
中
の
荒

廃
、
福
祉
は
一
貫
で
き
る
か
、
其
処
で

誰
と
出
会
う
か
、
国
際
障
害
者
年
ｌ
そ

の
思
想
性
と
具
体
性
な
ど
九
テ
ー
マ
で

す
。相

川
書
房
刊
、
頒
価
二
、
五
○
○
円

栓
前
先
生
ら
し
い
枯
調
の
高
い
文
で

内
容
の
充
実
し
た
良
書
で
す
。
左
記
の

本
通
勤
で
も
取
扱
っ
て
い
ま
す
。

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

町
神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
八
’
一
’
六

神
戸
国
際
会
館
一
階
の
郵
便
局
の
前

宮
○
七
八
’
二
三
一
’
二
一
一
四

ＰＯＲＴＯＦＫ蝋ＥＥ

シンボルマーク
こをメ袖皿〈
と出１の服
ですジイの

完
成
し

図
て
、
夏

議
場
頃
に

飼
は
「
神

和
戸
チ
ー

完
ズ
」
の

ｒ
販
売
穿
一

実
施
す

運
動
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１５１

図
書

ガ
イ
ド

蟻
噸
譲が強いが、近世

ま
で
火
は
大
阪
が
中
心
で
あ
っ
た
。
そ

の
近
世
大
阪
の
叢
云
の
人
物
像
に
ス
ポ

ッ
ト
を
あ
て
、
大
阪
の
文
化
的
遺
蝿
を

蕪
え
ら
せ
た
拷
者
の
造
作
を
ま
と
め
た

も
の
で
あ
る
。
近
松
悶
左
術
関
、
滝
沢

馬
琴
、
井
旗
西
越
他
、
絢
畑
た
る
文
化

八
緬
策
工
房
ノ
ァ
ー
８
０
０
面
Ｖ

蝋
霊
謬

一
九
じ
緊
以
灘
よ
り
製
に
至
る

作
品
の
巾
か
ら
選
ば
れ
た
詩
が
約
三
十

蕊
者
の
切
り
画
は
、
繁
の
あ
る
べ

き
姿
を
リ
リ
シ
ズ
ム
に
見
せ
、
人
生
の

楽
し
さ
、
哀
し
さ
、
虚
し
さ
を
写
し
出

単
な
る
言
葉
の
表
風
に
と
ど
ま
ら

ず
、
誉
の
独
得
な
助
詞
と
空
間
の
篇

に
よ
り
、
削
常
み
す
ご
し
て
し
ま
い
が

敏
な
製
景
を
印
画
紙
の
よ
う
に
定
着
さ

八
掘
集
エ
房
ノ
ア
２
０
０
０
円
Ｖ

鍵
塞

文
化
に
お
け
る
地
方
の
時
代
が
言
わ

れ
て
久
し
い
。
蛎
実
、
徐
々
に
で
は
あ

る
灘
、
堤
扉
に
箸
る
こ
と
瀧
く
、
自

分
の
創
造
を
行
う
人
々
が
輔
え
て
い
る

著
者
は
、
そ
の
よ
う
な
人
々
の
一
人

で
あ
り
、
西
宮
に
住
み
な
が
ら
創
作
活

動
を
行
っ
て
い
る
。
本
嘗
は
著
者
の
ラ

イ
フ
・
ワ
ー
ク
で
あ
る
人
間
と
動
物
の

交
流
を
テ
，
，
一
電
に
し
た
作
品
集
で
、
読

み
口
は
爽
や
か
だ
が
、
そ
の
内
在
す
る

問
題
は
深
い
。八

講
談
社
６
９
０
門
Ｖ
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海洋開発は2 1 Ｃの課題
１ゼとが実究者
シンプ講務者、
ヨテレ演家、研

ジ
ッ
ク
ス
Ｔ
Ｖ
フ
ォ
ー
ト
シ
ス

テ
ム
」
の
読
者
モ
ニ
．
タ
ー
を
募

集
し
て
い
る
。
モ
ニ
タ
ー
に
選

ば
れ
た
ら
同
シ
ス
テ
ム
を
そ
の

ま
ま
プ
レ
ゼ
ン
ト
ノ

■
モ
ニ
タ
ー
対
象
製
品
「
フ
ジ
ッ
ク
ス

Ｔ
Ｖ
フ
ォ
ト
シ
ス
テ
ム
」
フ
ジ
ッ
ク
ス

Ｔ
Ｖ
フ
ォ
ト
プ
レ
ー
ヤ
ー
Ｐ
３
・
リ
モ

ー
ト
コ
マ
ン
ダ
ー
Ｒ
Ｍ
Ｔ
Ｖ
３
・
Ｒ
Ｆ

Ｕ
ア
ダ
プ
タ
ー
Ｒ
Ｆ
Ｔ
Ｖ
３

圏
募
集
人
員
３
名

園
応
募
方
法
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

年
令
・
職
裳
を
明
記
の
上
、
神
戸
っ
子

細
災
室
ま
で
皿
月
加
臼
消
鮒
右
蝦
刈

昌
応
募
条
件
特
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
モ

ー
ー
ク
ー
当
選
者
に
は
貧
品
に
同
封
す
る

師
単
な
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え

て
頂
き
ま
す
。

、
０
１
１
８
＃
‘
，
０
０
０
Ｌ
９
，
０
８
‘
’
０
１
０
９
，
８
０
０
、
０
１
０
０
０
，
・
唾
』

気
を
吐
い
て
い
る
。
し
か
し
一

ど
う
も
中
途
半
端
と
し
か
言
一

い
よ
う
の
な
い
施
設
で
あ
一

る
。
と
く
に
「
国
際
展
示
場
」
一

が
ス
ケ
ー
ル
が
な
い
。
９
℃
一

し
、
ポ
ー
ト
ピ
ア
剛
の
百
億
一

を
こ
こ
に
投
入
し
て
い
た
一

ら
、
現
在
の
「
国
際
展
示
場
」
一

が
あ
と
三
館
計
四
館
で
き
た
一

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
こ
そ
堂
々
一

た
る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
主
一

力
施
設
に
な
っ
て
い
た
と
思
一

』
フ
。ど

れ
Ｊ
ｂ
こ
れ
も
採
算
、
採
一

算
を
追
っ
て
い
て
は
、
総
て
一

中
途
半
端
に
な
る
。

八
Ｙ
Ｖ

が
受
け
ら
れ
る
他
、
同
ク
ラ
ブ

が
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
コ
ン

サ
ー
ト
へ
の
招
待
も
受
け
ら
れ

る
。
会
員
に
な
る
と
、
地
図
入

り
で
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
も
な
る

「
加
盟
店
ブ
ッ
ク
」
（
剛
ペ
ー

ジ
）
が
付
き
、
入
会
金
な
し
の

年
会
費
３
０
０
０
円
。
新
都
会

人
の
パ
ス
ポ
ー
ト
と
し
て
、
貴

方
の
財
布
の
中
に
も
忍
ば
せ
て

お
き
た
い
カ
ー
ド
″

■
お
問
い
合
わ
せ
〒
卸
神
戸
市
中
央
同

三
宮
町
１
の
１
の
１
新
神
戸
ビ
ル
６
Ｆ

宙
訓
１
５
６
４
０
㈱
ナ
ッ
テ
ィ
ク
ラ
プ

■
と
の
カ
ー
ド
を
読
粁
、
名
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
／
希
望
者
は
ハ
ガ
キ
で
神
戸
っ
子
編

集
室
「
ワ
イ
ズ
カ
ー
ド
」
係
ま
で

★
世
界
初
の
国
際
海
洋
見
本
市

ｎ
月
に
神
戸
で
開
催

皿
月
岨
日
か
ら
犯
日
ま
で
、

神
戸
国
際
展
示
場
で
「
テ
ク
ノ
．

オ
ー
シ
ャ
ン
稲
」
（
第
１
回
国
際

海
洋
開
発
・
港
湾
建
設
展
」
）

花時計中
途
半
端
は
困
り
も
の

神
戸
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都

市
の
旗
を
掲
げ
て
十
三
年
を

経
過
す
る
。
果
し
て
こ
の
十

三
年
、
神
戸
は
ど
う
い
う
成

果
を
得
た
の
だ
ろ
う
か
。

先
づ
大
い
な
る
成
果
は
ポ

ー
ト
ピ
ア
剛
の
成
功
で
あ
っ

た
。
地
方
博
と
し
て
は
空
前

の
千
六
百
万
人
の
入
場
者
で

；蚤

守卓●n

コ

／

が
開
か
れ
る
。
日
本
初
の
海
洋

を
テ
ー
マ
と
し
た
国
際
見
本
市

で
あ
る
。
海
洋
開
発
と
港
湾
建

設
に
関
わ
る
配
の
テ
ー
マ
で
、

内
外
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
学

ン
を
行
い
、
目
下
、
参
加
者
を

募
っ
て
い
る
。

八
堀
川
登
録
参
加
費
Ｖ
２
万
円
八
締
切
Ｖ

、
月
”
Ｈ
八
申
込
み
。
問
い
合
わ
せ
先
Ｖ

東
京
部
豊
鳥
区
束
池
袋
３
１
３
㈱
ワ
ー
ル

ド
イ
ン
ポ
ー
ト
マ
ー
ト
内
テ
ク
ノ
・
オ
ー

シ
ャ
ン
稲
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
躯
務
局

☆
モ
ニ
タ
ー
に
な
っ
た
ら

そ
の
ま
ま
も
ら
え
る
ノ
．

富
士
写
真
フ
ィ
ル
ム
㈱
か

賑
わ
っ
た
。
そ
し
て
、
収
支
は

百
億
近
い
黒
字
と
い
う
手
際

の
よ
さ
で
、
神
戸
市
株
式
会

社
の
名
を
全
国
に
馳
せ
た
。

し
か
し
、
こ
の
博
覧
会
で

神
戸
の
文
化
に
何
か
寄
与
す

る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
か
と
い

う
と
何
も
残
ら
な
か
っ
た
と

言
う
べ
き
だ
ろ
う
。

確
か
に
、
跡
地
は
残
っ
た

そ
れ
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ

ン
に
な
っ
た
。
素
晴
ら
し
い

着
想
で
あ
る
。
あ
と
二
年
程

で
フ
ー
ノ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
が

完
成
す
る
。
一
方
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
施
設
が
一
挙
に
ポ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に
完
成
し
て

一
ら
、
カ
ラ
ー

↓
プ
リ
ン
ト
を

九
家
庭
の
テ
レ

排
ビ
に
大
う
つ

ワ
し
に
し
て
楽

、Ｔ
し
め
る
「
フ

』

１
１５２

一
一

》
●
一
転
増
。

閑
①
閃
邑
弔
①
切
目

☆
〃
神
戸
港
を
瀞
え
る
会
“
（
躯
務
局

／
か
ど
も
と
み
の
る
）
官
０
７
８
（
９
１

１
）
０
４
６
４
が
発
足
し
、
晦
峠
通
の

旧
辿
戸
商
工
会
議
所
を
始
的
郵
船
ピ
ル

や
商
船
ビ
ル
な
ど
の
述
築
物
を
、
ハ
イ

カ
ラ
神
戸
の
文
化
財
と
し
て
勉
強
し
、

中
突
堤
か
ら
第
一
、
二
、
三
突
堤
を
歩

き
、
ラ
ン
チ
ｒ
も
乗
っ
て
と
第
一
回

「
ポ
ー
ト
・
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」
を
十
月

十
九
円
（
日
）
に
げ
う
予
定
．
当
ｎ
に
は

開
港
加
年
の
歴
史
も
織
り
こ
ん
だ
絵
地

図
も
完
成
す
る
。
会
旦
の
お
申
込
み
は

蛎
務
局
ま
で
。

★
肥
崎
市
の
人
物
町
一
丁
目
に
九
月
二

十
脚
、
移
転
全
面
改
築
工
聯
が
竣
工
し

た
兵
叩
県
立
尼
崎
病
院
に
、
石
阪
春
生

Ⅷ
伯
（
新
制
作
美
術
）
の
「
女
の
い
る
叫

景
」
（
約
２
ｍ
×
３
ｓ
が
、
し
が
ら
き

焼
（
セ
ラ
ミ
ッ
ク
加
工
）
の
陶
板
画
で
飾

ら
れ
た
。

☆
丹
波
の
美
禰
〃
小
飲
″
（
西
山
裕
三

社
長
）
を
飲
ん
で
、
秋
の
丹
波
路
の
う

ま
い
も
ん
を
食
べ
る
集
い
が
、
十
月
十

六
円
午
後
七
時
よ
り
三
宮
ェ
人
代
官
の

地
酒
コ
ー
ナ
ー
で
卵
一
例
の
「
小
鼓

会
‐
一
を
開
く
。
会
長
は
丹
波
焼
の
市
野

弘
之
さ
ん
。
会
費
は
六
千
円
。
こ
れ
を

機
会
に
丹
波
と
神
戸
の
文
化
交
流
を
行

い
鋪
二
Ｍ
は
丹
波
路
の
旅
を
企
而
中
／

お
申
込
月
刊
神
戸
っ
子
０
７
８
（
３
３

１
）
２
２
４
６

☆
新
開
地
商
店
街
連
合
会
（
川
村
博
炎

会
長
）
の
砿
務
所
が
左
記
へ
移
柾
。

〒
６
５
２
神
一
足
叩
兵
廊
区
新
開
地
２
丁

目
７
１
超
（
政
木
ピ
ル
２
Ｆ
）
宵
５
７
７

１
５
１
８
８

★
光
印
刷
㈱
（
南
部
圭
一
二
社
長
）
の
本
部

・
財
獅
・
営
業
・
ア
イ
デ
ァ
セ
ン
ク
ー

が
西
宮
か
ら
古
巣
の
神
戸
へ
移
り
ま
し

た
。
〒
６
５
０
神
戸
市
中
央
区
下
山
張

通
２
１
鉦
ｌ
皿
（
光
ピ
ル
３
Ｆ
）
商
３
２

１
１
１
５
５
１
・
ま
た
砥
抑
工
業
団
地

に
述
設
巾
の
新
工
場
も
９
月
末
に
は
竣

工
の
予
定
。

★
再
来
年
側
仙
さ
れ
る
「
北
摂
・
丹
波

の
祭
典
」
を
記
念
し
、
写
真
コ
ン
ク
ー

ル
が
行
な
わ
れ
る
。
北
摂
・
丹
波
の
風

紫
埠
真
を
〒
剛
神
戸
市
、
央
区
山
山
手

通
６
１
１
１
１
生
田
庁
舎
５
階
『
北
摂

・
丹
波
の
祭
典
実
行
委
員
会
那
務
局
」

宵
３
６
１
‐
８
５
８
５
ま
で
（
問
い
合

わ
せ
も
右
記
ま
で
）

☆
元
神
戸
Ｊ
Ｃ
理
蛎
長
の
尤
昭
補
氏
の

ご
尊
父
尤
朝
所
氏
が
亡
く
な
ら
れ
９
月

哩
日
関
癖
鮒
に
て
葬
儀
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
ご
冥
棉
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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霜

☆こころの歳時記

伊田宏" みんないっしょに，，出版祝賀会によせて

９
月
２
日
、
午
後
６
時
か
ら
生
田
神

社
会
館
に
お
い
て
、
兵
庫
県
議
会
議
員

で
「
現
代
な
が
た
大
学
」
の
学
長
で
も

あ
る
伊
田
宏
先
生
に
よ
る
著
書
『
み
ん

な
い
っ
し
ょ
に
』
の
刊
行
記
念
の
集
い

が
行
な
わ
れ
た
。

当
日
は
、
発
起
人
代
表
の
金
井
元
彦

兵
庫
県
立
近
代
美
術
館
々
長
、
宮
崎
辰

雄
神
戸
市
長
、
山
崎
進
ラ
ジ
オ
関
西
社

長
、
小
室
豊
充
大
阪
府
大
助
教
授
、
詩

人
の
小
林
武
雄
さ
ん
、
大
谷
徳
風
社
社

長
ら
伊
田
先
生
の
人
柄
を
慕
う
友
人
、

知
己
が
多
数
お
祝
い
に
か
け
つ
け
た
。

「
こ
ん
な
祝
賀
会
は
生
涯
一
度
の
チ

ャ
ン
ス
と
、
発
起
人
の
方
々
か
ら
の
言

葉
で
こ
の
会
を
催
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
人
が
一
生
の
う
ち
に
会
え
る
人
は

ほ
ん
の
一
握
り
。
そ
の
中
で
皆
さ
ん
に

会
え
た
こ
と
に
感
謝
す
る
気
持
ち
を
こ

の
本
に
し
ま
し
た
。
私
た
ち
に
は
疑
う

余
地
の
な
い
幸
せ
が
あ
る
の
で
す
。
老

若
男
女
助
け
合
い
な
が
ら
、
み
ん
な
い

っ
し
ょ
に
幸
せ
に
な
り
ま
し
ょ
う
」
と

述
べ
、
そ
の
後
は
め
い
め
い
自
由
に
飲

み
語
ら
い
、
う
ち
と
け
た
ム
ー
ド
の
中
、

会
は
進
め
ら
れ
、
出
版
を
祝
っ
た
。

:;i識識羅
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０
７
８
１
５
９
２
１
５
４
８
５

鴬

花束を受けとる( 方い多忙の中かけつけた宮崎市長( 上中) 小林武雄さん、金井近代美術館長と共に( 右上) 彫刻家の新谷蕊紀さん、
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と
こ
ろ
で
、
つ
い
最
近
（
八
月
十
五
日
）
、
新
た
に
異
人
館
が
オ

ー
プ
ン
し
た
こ
と
は
、
意
外
に
知
ら
れ
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い

も
っ
と
も
、
そ
れ
が
『
展
望
塔
の
家
』
だ
と
聞
け
ば
、
た
い
て

い
の
神
戸
っ
子
は
、
な
ん
や
あ
れ
か
ｌ
と
、
う
な
づ
く
だ
る

が
、
現
実
に
は
、
今
な
お
、
「
異
人
館
通
り
」
を
ぶ
ら
つ
く
若

い
女
性
観
光
客
は
引
き
も
切
ら
ず
だ
し
、
神
戸
市
の
積
極
的
な
観

光
政
策
は
、
こ
こ
を
売
り
物
に
す
る
こ
と
で
ハ
ズ
ミ
が
つ
い
た
●
、

と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
や
農
業
公
園
は
、
そ
の

後
の
こ
と
で
あ
る
。

三
平
の

や
ぷ
に
ら
み
見
聞
鰯

〈
そ
の
洲
〉

「
神
戸
観
光
」
の
目
玉
は
な
に
か
Ｉ
と
．
市
民
に
ア
ン
ケ
ー

ト
し
た
ら
、
ど
ん
な
名
所
が
一
位
を
占
め
る
だ
ろ
う
か
？
私
に

は
、
予
測
が
つ
か
な
い
。

け
れ
ど
も
、
神
戸
に
住
ん
で
な
い
女
性
た
ち
に
、
ま
ず
ど
こ
に

行
っ
て
み
た
い
か
と
聞
け
ば
、
や
っ
ぱ
り
「
異
人
館
」
と
い
う
答

え
が
返
っ
て
き
そ
う
で
あ
る
。

生
っ
粋
の
神
戸
っ
子
た
ち
の
多
く
は
、
た
ぶ
ん
、
苦
笑
す
る
だ

ろ
う
し
、
「
異
人
館
ブ
ー
ム
」
な
ん
て
古
い
と
い
う
声
も
聞
こ
え

る
。
北
野
町
界
隈
に
住
み
つ
い
て
い
る
昔
か
ら
の
住
民
た
ち
は
、

迷
惑
顔
で
さ
え
あ
る
。

「
異
人
館
ブ
ー
ム
」
の
仕
掛
人

展
望
塔
の
家
を
訪
ね
て

１
１５４
１

（
神
戸
女
学
院
大
学
教
授
）

Ｕ
つ
と
も
、
そ
れ
が
『
展
望
塔
の
家
』
だ
と
聞
け
ば
、
た
い
て

》
神
戸
っ
子
は
、
な
ん
や
あ
れ
か
ｌ
と
、
う
な
づ
く
だ
ろ

う
。
そ
れ
は
、
大
正
初
期
か
ら
、
『
う
ろ
こ
の
家
』
の
す
ぐ

北
東
に
あ
っ
た
の
だ
か
ら
。
明
治
時
代
の
居
留
地
に
あ
っ

た
の
が
移
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
、
ス
イ
ス
領
事
が
住
ん
で
い
た
ら
し
い
が
、

毒
こ
の
異
人
館
の
特
色
は
、
三
つ
あ
る
。
第
一
に
、
い
ち
ぱ

麺
ん
高
い
所
に
あ
り
、
第
二
に
、
い
ち
ば
ん
建
坪
が
大
き

配
い
。
第
三
に
、
珍
ら
し
い
家
具
が
あ
る
。

唖
で
は
、
今
更
…
…
と
、
多
く
の
神
戸
っ
子
が
鼻
で
せ
せ

唇
ら
笑
い
そ
う
な
「
新
異
人
館
」
を
、
い
っ
た
い
、
だ
れ
が

塔
オ
ー
プ
ン
し
た
の
か
と
、
い
ぶ
か
し
が
る
向
き
も
あ
ろ
う

》
が
、
実
は
、
そ
れ
が
、
十
余
年
も
前
に
「
北
野
町
ブ
ー

エ
ム
」
を
、
同
志
た
ち
と
共
に
仕
掛
け
た
人
物
な
の
で
あ
る

小
関
三
平カ

メ
ラ
／
池
田
年
夫

幹
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三
浦
さ
ん
が
ハ
イ
カ
ラ
な
の
は
、
当
然
で
あ
る
。
な
に

し
ろ
、
こ
の
人
は
、
秀
才
で
な
け
れ
ば
入
れ
な
い
「
一
橋

大
学
」
に
入
学
し
な
が
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
、
神
戸
の
カ
ナ
デ

５
‐
５
１
１

二の塔はもともと積み荷の監視のためのものだった( 左）ブルボン朝の家具が各部屋に並べられている

も
う
一
つ
、
サ
ー
ス
が
ぁ
・
・
・
…
と
感
心
し
た
の
は
、
昭
和
十
四

年
生
れ
（
こ
れ
、
オ
フ
。
し
己
と
称
す
る
、
い
わ
ば
、
現
代
で

は
「
旧
人
類
」
あ
る
い
は
「
化
石
」
に
属
す
る
こ
の
人
が
、
取
材

ト
リ
オ
を
、
『
ホ
ブ
ソ
ン
ズ
』
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
で
、
も
て
な
し

こ
の
仕
掛
人
と
は
、
一
一
十
年
ば
か
り
前
の
、
夜
の
神
戸
に
通
じ

あ
き
ざ
だ

た
粋
人
な
ら
、
だ
れ
知
ら
ぬ
者
な
い
、
一
二
浦
明
定
氏
で
あ
る
。
私

は
知
ら
な
か
っ
た
が
、
当
時
、
彼
の
経
営
す
る
『
ピ
ノ
キ
オ
』
と

い
え
ば
、
外
人
も
出
入
り
す
る
、
ナ
ウ
い
「
ゴ
ー
・
ゴ
ー
・
バ

ー
」
ふ
う
の
ス
ナ
ッ
ク
と
し
て
、
有
名
だ
っ
た
ら
し
い
。

だ
が
、
「
昔
」
を
知
ら
な
い
人
だ
っ
て
、
『
キ
ン
グ
ス
・
コ
ー

ト
』
や
『
ク
イ
ー
ン
ズ
・
コ
ー
ト
』
、
そ
れ
に
、
異
人
館
「
英
国

館
」
・
『
西
洋
長
屋
』
。
『
明
治
館
」
と
い
っ
た
名
前
ぐ
ら
い
は
、
小

耳
に
挟
ん
で
い
る
だ
ろ
う
。
神
戸
歴
十
年
の
私
だ
っ
て
、
知
っ
て

い
る
。
そ
れ
ら
は
、
す
べ
て
、
三
浦
氏
の
経
営
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
そ
の
た
め
の
会
社
を
、
彼
は
つ
く
っ
た
の
だ
。

私
の
前
に
現
わ
れ
た
、
三
浦
氏
は
、
小
柄
な
が
ら
ゆ
っ
た
り
と

仁
い
じ
ん

し
た
、
大
人
ふ
う
の
、
ナ
イ
ス
・
ミ
ド
ル
で
あ
っ
た
。
感
心
し
た

の
は
、
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
に
先
立
っ
て
、
本
誌
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

数
冊
の
拙
文
を
読
ん
で
く
れ
て
い
た
こ
と
だ
っ
た
。
な
か
な
か
で

き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
取
材
の
相
手
に
つ
い
て
の
予
備
知
識
を
い

つ
も
欠
い
て
い
る
私
は
、
反
省
さ
せ
ら
れ
た
。

を
ニ
ォ
ブ
ソ
ン
ズ
』
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
で
、
も
て
な
し

て
く
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
な
ん
で
も
、
い
ま
、
若
い
人
の

あ
い
だ
で
は
、
い
ち
ば
ん
ナ
ウ
い
と
さ
れ
る
ア
イ
ス
ク
リ

ー
ム
だ
と
い
う
。
（
オ
ク
レ
て
る
私
な
ん
か
、
『
ハ
ー
ゲ
ン

ダ
ッ
ッ
』
・
『
ジ
ェ
ラ
ー
ト
』
・
『
サ
ー
テ
イ
。
ワ
ン
』
さ
え

最
近
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
／
、
）

お
ま
け
に
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
も
ニ
ク
い
。
白
い
麻
の
シ

ャ
ツ
か
ら
の
ぞ
く
日
焼
け
し
た
肌
に
、
大
き
な
丸
い
金
の

。
ヘ
ン
ダ
ン
ト
が
光
っ
て
い
る
。
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3 つあるバスルーム。１つずつもゆった

､

イ
ア
ン
・
ス
ク
ー
ル
に
転
学
し
、
聖
ミ
カ
エ
ル
学
院
に
も
通
っ
て
、

英
語
を
磨
き
、
欧
米
文
化
の
吸
収
に
努
め
た
人
な
の
で
あ
る
。
私

た
ち
が
訪
れ
た
と
き
も
、
奥
さ
ん
同
伴
で
、
ア
メ
リ
カ
・
ヴ
ァ
ー

ジ
ニ
ア
州
は
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
バ
ー
グ
に
、
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
村
視
察

の
た
め
の
長
期
滞
在
か
ら
帰
っ
た
直
後
だ
っ
た
。

、
、
、
、

「
青
い
目
で
見
て
、
黒
い
髪
で
考
え
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る

彼
は
、
と
り
わ
け
、
西
洋
家
具
の
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
に
詳
し
い
。
五

年
前
に
開
設
し
た
『
英
国
館
』
が
そ
の
表
わ
れ
だ
が
、
そ
れ
へ
の

反
省
を
踏
ま
え
て
、
『
展
望
塔
の
家
』
の
家
具
・
調
度
品
・
内
装
に

は
、
い
っ
そ
う
の
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
十
八
室

中
の
十
二
室
が
当
面
は
公
開
さ
れ
て
い
る
が
、
最
大
の
目
玉
た
る

「
食
堂
」
（
四
十
畳
）
の
調
度
品
だ
け
で
も
、
一
一
千
万
円
近
く
の

品
女
を
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
手
に
入
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
オ

ー
ク
製
で
、
フ
ラ
ン
ス
・
ブ
ル
ポ
ン
王
朝
の
貴
族
た
ち
が
使
っ
て

い
た
も
の
だ
と
い
う
。
住
居
こ
そ
が
ラ
イ
フ
・
ス
タ
イ
ル
を
示
す

と
い
う
の
が
、
三
浦
さ
ん
の
信
念
な
の
で
あ
る
。

だ
が
、
そ
の
彼
に
も
、
い
さ
さ
か
の
当
惑
と
デ
ィ
レ
ン
マ
が
、

な
い
わ
け
で
は
な
い
。
三
十
代
の
頃
、
北
野
町
を
、
東
京
の
「
代

官
Ｈ
山
」
風
の
、
上
品
な
「
情
緒
空
間
」
に
し
よ
う
と
、
ま
だ
二
十

い
代
だ
っ
た
仲
間
ｌ
若
山
晴
洋
さ
ん
（
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
代
表
）
や

菊
池
由
紘
さ
ん
（
・
ヘ
ァ
ー
ズ
代
表
）
と
語
り
合
っ
て
「
仕
掛
け

た
」
と
き
に
は
、
こ
こ
ま
で
発
展
す
る
こ
と
も
、
住
民
と
の
ト
ラ

ブ
ル
が
起
き
る
こ
と
も
、
予
想
し
な
か
っ
た
と
言
う
。
北
野
町
を

活
性
化
し
、
「
文
化
」
を
つ
く
り
た
か
っ
た
の
が
、
本
意
な
の
で

あ
る
。

蕊
灘需羅簿篭蕊蕊

鍵

りスペース( 下）

北野への夢を語る三浦明定氏( 上）

讃

蝋彼
ら
は
、
若
き
「
ヴ
ェ
ン
チ
ャ
ラ
ー
」
た
ち
だ
っ
た
。
と
こ
ろ

が
、
北
野
町
が
「
商
売
に
な
る
」
と
わ
か
る
と
、
大
手
企
業
が
進

出
し
始
め
、
「
遊
び
」
が
な
く
な
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
地

価
は
高
騰
す
る
ば
か
り
だ
。
と
く
に
布
引
の
「
開
発
」
と
い
う

「
北
野
町
へ
の
ア
ク
セ
ス
」
化
が
、
ど
ん
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
に

三
浦
さ
ん
た
ち
は
、
注
目
し
て
い
る
。

こ
れ
で
は
、
「
空
間
を
ク
リ
エ
イ
ト
す
る
」
若
い
才
能
が
、
乏
し

い
資
金
で
新
た
な
試
み
に
賭
け
る
余
地
も
な
く
な
る
…
…
こ
れ

が
、
「
異
人
館
ブ
ー
ム
」
仕
掛
人
元
祖
の
、
嘆
き
な
の
で
あ
る
。

「
神
戸
市
よ
、
〃
ヘ
ン
な
大
都
市
″
に
な
る
な
。
淡
路
を
、
明

日
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
／
」
ｌ
と
、
三
浦
さ
ん
は
、
夢
を
二
十

一
世
紀
に
馳
せ
る
。
神
戸
か
ら
南
の
海
と
淡
路
を
眺
め
る
よ
り

も
、
そ
の
逆
の
ほ
う
が
ず
っ
と
い
い
は
ず
だ
と
言
う
。
そ
れ
は
、

淡
路
に
格
別
の
関
心
が
あ
る
私
も
、
同
感
で
あ
る
。

な
ぜ
「
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
」
か
と
い
え
ば
、
明
石
大
橋
が
で
き
れ

ば
、
来
世
紀
に
は
、
淡
路
に
高
層
ピ
ル
が
林
立
す
る
か
も
し
れ
な

い
か
ら
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
、
ア
メ
リ
カ
の
好

き
な
三
浦
さ
ん
ら
し
い
発
想
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
、
北
野

町
に
い
さ
さ
か
疑
問
を
持
ち
始
め
た
彼
が
、
淡
路
の
「
デ
ィ
ヴ
ェ

ロ
ッ
パ
ー
」
に
な
ろ
う
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
で
き
る
こ
と
な

ら
、
神
戸
か
ら
八
淡
路
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
Ｖ
を
眺
め
た
り
、
と
き
お

り
淡
路
の
別
荘
マ
ン
シ
ョ
ン
に
で
も
暮
し
て
神
戸
を
眺
め
た
い
…

…
と
い
っ
た
、
い
わ
ば
老
後
の
個
人
的
な
夢
に
す
ぎ
な
い
の
だ
ろ

シ
フ
。私

は
、
若
い
と
き
へ
の
反
省
と
反
動
か
ら
、
神
一
戸
は
、
も
う
そ

篭
､ 膿
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鋳鍵
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’

ろ
そ
ろ
、
「
ハ
イ
カ
ラ
」
主
義
か
ら
脱
し
て
、
外
国
人
の
た
め
の

「
日
本
文
化
」
へ
の
窓
も
、
少
し
は
つ
け
た
ほ
う
が
い
い
と
思
う

し
、
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
な
西
洋
家
具
も
、
ヤ
ン
グ
に
は
珍
ら
し
く
な

く
な
る
の
で
は
な
い
か
、
‐
と
も
思
う
。
ま
た
、
コ
ロ
ー
ー
ア
ル
・
ス

タ
イ
ル
の
異
人
館
は
、
欧
米
の
植
民
地
主
義
の
名
残
に
す
ぎ
な
い

と
い
う
偏
見
（
？
）
も
持
っ
て
い
る
。

け
れ
ど
も
、
三
浦
さ
ん
と
は
そ
う
年
も
ち
が
わ
な
い
か
ら
、
敗

戦
後
の
昭
和
二
十
年
代
に
少
年
だ
っ
た
お
な
じ
世
代
と
し
て
、
心

に
灼
き
つ
い
た
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
と
欧
米
文
化
へ
の
関
心
、
と
く

に
、
「
住
」
生
活
の
決
定
的
な
格
差
の
実
感
は
、
共
有
で
き
る
。

ま
た
、
た
し
か
に
、
「
文
化
」
と
「
風
俗
」
は
、
「
モ
ノ
」
に
こ
そ

よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
モ
ノ
と
ウ
ッ
ワ
を
通
し
て
異
文
化

へ
の
理
解
を
深
め
る
、
と
い
う
彼
の
仕
事
の
意
義
は
、
大
い
に
あ

る
。と

に
か
く
、
一
つ
の
こ
と
に
凝
る
と
い
う
の
は
、
移
り
気
な
私

な
ど
か
ら
み
る
と
、
ス
テ
キ
な
生
き
甲
斐
だ
と
思
え
る
。
三
浦
さ

ん
は
、
趣
味
と
実
益
を
兼
ね
て
世
界
中
を
飛
び
ま
わ
っ
て
い
る
か

ら
、
今
や
、
家
具
と
都
市
空
間
に
つ
い
て
は
、
専
門
家
で
あ
る
。

彼
に
よ
る
と
、
欧
米
で
も
古
い
建
物
は
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
て
、

保
存
に
た
い
へ
ん
な
こ
と
ら
し
い
。
コ
ロ
ニ
ァ
ル
・
ス
タ
イ
ル
に

し
て
も
、
ま
す
ま
す
貴
重
な
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
と

な
る
と
、
日
本
を
訪
れ
る
外
国
人
に
と
っ
て
も
、
珍
ら
し
い
観
光

対
象
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
私
も
気

が
つ
か
な
か
っ
た
。
異
人
館
に
住
ん
で
る
在
日
外
人
だ
っ
て
、
世

代
が
替
っ
て
い
く
う
ち
に
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
リ
職
能
的
な
も

の
に
建
て
替
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
な
る
と
、
民
間
資
本
に

よ
る
異
人
館
保
存
は
、
一
つ
の
文
化
的
貢
献
を
果
た
す
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。
（
た
だ
し
、
観
覧
料
は
高
す
ぎ
る
。
）

三
浦
さ
ん
は
、
「
ど
の
年
齢
で
で
も
美
し
く
み
え
る
仕
事
」
に
憧

れ
る
と
言
う
。
「
美
し
く
」
と
は
、
黙
々
と
人
に
サ
ー
ビ
ス
す
る
ブ

ロ
ー
と
い
う
意
味
ら
し
い
．
こ
う
い
う
人
物
の
見
識
と
提
案

は
、
も
っ
と
神
戸
市
も
尊
重
す
べ
き
だ
ろ
う
し
、
「
ヴ
ェ
ン
チ
ャ
ー

精
神
」
満
々
の
彼
が
、
次
に
ど
ん
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
生
む
か
に
、

私
は
注
目
し
た
い
。

謬
鍵*‐

｢ 欧米ではもっと積極的な異人館保存がされています」と三浦さん（左）邸内のプーノ

罰

しは日光浴用、眺望は抜群（右）

蕊蕊

撒

。
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